
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 第11号 

 

 

ひゅーまんらいつ（Human Rights）とは「人権」を意味する言葉です 

 
津島分校人権だより  津島分校人権委員会 

＃『誰か』のことじゃない。 

今年度１年間、様々な人権問題についてクラスの人権・同和教育ホームルーム活動や、人権デー
または、講演会などで学んできましたが、私たちが人権問題について学習する際に大切な事はどの
ような事だとあなたは考えますか？ 
例えば私たちが、人権について学ぶ際に、その問題を自分の事として考えられているかどうかと

いうことも大切ではないでしょうか。今現在、起こっている様々な問題が他の地域、他の人の事で

はなく自分の事として捉えイメージする力があれば、差別によって他人を傷つけることもないはず
です。 
さて、高齢者の方の人権問題について、みなさんはどのような事を知っていますか？ 
我が国は平均寿命の大幅な伸びや少子化を背景として、人口のほぼ４人に１人が 65 歳以上の高

齢者となる「超高齢社会」を迎えています。そうした中で、豊かな知識や経験を生かし、仕事や地
域における活動などで積極的に社会に参加している高齢者や、働く意欲のある高齢者の雇用を推進
する企業なども着実に増えています。一方で、高齢者に対する犯罪や差別、社会進出を妨げるバリ
アフリー化の遅れなど、まだまだ課題が山積みとなっています。 
とりわけ高齢者への差別としては、就職差別、介護施設や家庭等における身体的・心理的虐待、

高齢者の家族等による無断の財産処分による経済的虐待などの人権問題が発生しています。高齢者
が生き生きと暮らせる社会にするために、認知症への理解も含めて、この問題についての関心と理
解を深めていくことが必要です。 

【「高齢者問題」社会みんなで取り組もう！！】 

  高齢者の人権問題 

  〇 高齢者が尊重され、あらゆることに参加しやすい社会を実現しよう。 

  〇 物理的なバリアフリーと心のバリアフリー。心身の障がいの有無や年齢、性別、文化などの違いに関わ

りなく、誰もが社会の一員として暮らしやすい社会をつくる努力をしよう。（ユニバーサル社会） 

  〇 「振り込め詐欺」や「悪徳商法」などの犯罪から高齢者を守ろう！一人暮らしの高齢者の見守りを心が

けよう。 

  〇 高齢者に対する虐待は重大な人権侵害です！！ 

（身体的虐待、養護の放棄・ネグレクト、心理的虐待、性的虐待、経済的虐待） 

  〇 2006 年には「高齢者虐待防止法」が制定されています。虐待の可能性を感じたら市町村地域包括支援セ

ンターや法務局、地方法務局などへ相談、通報しましょう。 

  〇 高齢による認知症などの理由で判断能力が十分でない方に代わって財産管理や法的手続きを行う「成年

後見制度」などを活用することもできます。 

〇 高齢者が生きがいを持って社会で生活するには、高齢者の雇用の維持や拡大が不可欠です。定年後も年

金受給開始年齢までは、意欲と能力に応じて働き続けられるように、定年年齢の引き上げや継続雇用制度

の促進などを目的とした改革が行われています。 

（ともに生きる時代へ ～高齢化社会と人権～ 法務省人権擁護局、公益財団法人 人権教育啓発推進センターＨＰの資料より）  

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【感想コーナー】 

 

 

 

 

１年１組 

主題 私たちと人権問題Ⅳ 

    「同和問題の解決を目指して」 
〇 来年度から学習する部落差別の歴史の導入として、今回、

生徒対象の人権・同和教育意識調査を行った結果、「同和問

題」について理解している生徒は９割を超えていた。今後生

徒たちのこれまでの学びを活かして、さらに身近に「同和問

題」を捉え、差別解消のために「知る・行動できる」力を身

に付ける。 

【みなさんの感想】 

・ 普段、同和問題について考えることがなかっ
たので、今一度考えることができて良かった。 

・ 同和問題について少しでも知識を深め、少し
でも差別を減らすために自分にできることを考
えたい。 

・ 同和問題を学習して、差別には本当に様々な
種類があることに気付きました。ただ、話し合
った上で自分が出した意見でも、相手にとって
嫌なことであったりもするので、人は自分が意
識していないところで差別心を持っているのか
もしれないと思った。 

２年１組 

主題 人権の歴史に学ぶⅣ 

    「戦後の解放運動」 
〇 戦後の同和問題解決へ向けた様々な取組を理解するとともに、

日本国憲法のもとにすべての人に認められた基本的人権を尊重す

る姿勢を学び、まだ、残されている差別を解消するために、私た

ちはどのようにして生きていくべきかについて考える。 

【みなさんの感想】 

・ 自分が当たり前だと思っていることも先人の方々
の並々ならぬ努力によって当たり前になっているの
だなと思った。 

・ 今までたくさんの人が人権問題に対して行動して
きたのだと思った。私も差別をしないように、周り
の人がしていたら止められるようにしたい。 

・ 学校で人権の勉強をしているけど、大人になった
らこのような勉強はできないと思うので、今きちん
と勉強したいと思う。 

・ 今も昔も差別は変わらないと思った。差別は絶対
にしないと思っていても、不利な状況に置かれたら
誰しも差別をするということを心に留めておくこと
が大切だと改めて思った。 

（  ）年（  ）組（  ）番 氏名（         ） 

１・２年生 第４回人権・同和教育ホームルーム活動報告  令和４年２月３日（木）実施 

感想を寄せていただき、 

ありがとうございました。 

【ウクライナ支援 国旗の青と黄色に色づけした箸販売 熊本県南関町】 

現在、ロシアによる軍事侵攻が続くウクライナを支援しようと、熊本県南

関町（なんかんまち）の竹箸メーカー「ヤマチク」がウクライナの国旗の色

の青と黄色に色づけした箸の販売を始めました。    

これは、このメーカーがロシアによる軍事侵攻を受けて犠牲になったウク

ライナの人たちへの哀悼と反戦の意思を表そうと企画したものです。 

 ウクライナの国旗の色の青と黄色の竹箸は地元産の孟宗竹（もうそうち

く）が使われ、平和について考えてほしいという思いも込めて「平和への架

け箸」と名付けられました。値段は１膳１０００円で、２月 28 日、月曜日

から会社のオンラインストアで予約発売を始めたところ、ＳＮＳなどで反響

を呼んで初回予約分の１５０膳がわずか２時間で完売したということです。

売り上げは全額が在日ウクライナ大使館に寄付されるということで、竹箸メ

ーカーの専務は「反響の大きさに驚くとともに共感してくれる方がたくさん

いることがうれしいです。小さな会社ですが、箸作りで今後も継続した支援

をしたい」と話していました。  （NHK オンライン記事より 令和４年３月４日） 

 

私たちにできることは… 
何か… 


